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１．研究計画の概要 
本研究では、台風撹乱を受けた落葉広葉
樹林の撹乱前後で、森林生態系炭素収支
がどのように変化するかを、タワーフラ
ックス観測、要素フラックス測定とプロ
セスモデル及び生態学的純生産量（NPP)
推定手法を駆使して明らかにする 
 
２．研究の進捗状況 
タワーフラックス観測から、台風攪乱後の森
林生態系炭素収支は、マイナス（炭素の放出）
になっている事が明らかになった。要素別フ
ラックスの測定では土壌呼吸量、粗大有機物
の分解呼吸量を定量化することができた。広
域の森林生態系炭素収支を推定するため、
LIDAR 観測を行い、LIDAR 観測から計算され
た攪乱強度と、残存植物量及び環境条件の明
確な対応関係を明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）タワーフラックス観測を継続し、攪
乱後の要素別フラックスを順次明らかにで
きている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年に向け、下層植生を構成するササ群落
の生産量を明らかにすることで、台風攪乱後
の森林生態系炭素収支を明らかにする
ことができる。  
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